
第７７回 ケアハウスえんれい草 

運営推進会議録 

開催日・場所 令和 ７ 年 ３ 月 ２７ 日（ 木 ）  ケアハウスえんれい草 ２階 相談室 

出 席 者 

地域住民代表      ３名  市職員代表      １名  えんれい草ご家族代表  １名 

忘れな草ご家族代表  １名  忘れな草職員   ２名  えんれい草職員     ２名 

   計１０名 

活 
 

動 
 

報 
 

告 

利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２９名（内、男性９名 女性２０名） 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ７名  ５名 ２名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 ０名 ８名  ７名 ０名 ０名 ０名 

合計 ０名 ０名 １５名 １２名 ２名 ０名 ０名 

・入居待機者：０名（男性０名、女性３名） 

事故並びに 

ヒヤリハット 

事 故 内 容 

２月３日 １０時０５分頃  1 階入居者 ９１歳 女性 要介護２ 

訪室するとベッドを背に長座位で床に座っており本人より「転んだ」「歩けない」と話す。左膝

の痛みを訴えるが自分で動かし膝を立てることができるため職員２名で両脇を支えベッドに座

って頂く。左膝に湿布を貼付し様子観察を行う。日光が眩しくカーテンを閉めようとして転倒

した様子。数日で痛みは消失しています。 

〈今後の対応策として〉 

訪室回数を増やし様子を確認します。 

２月１９日 １５時００分頃  2 階入居者 ８９歳 男性 要介護２ 

夫婦で入居されている方で妻より「夫が部屋で倒れている」と訴えがあり訪室、ソファ前の床

にうつ伏せで横になっている。本人より「どこも痛くないけど動けない」と話すため職員の介

助にてソファに座ってもらう。血圧 147/72 脈 94 熱 37.5℃ 悪寒の訴えあり車椅子で寝室

まで移動しベッドで休んでもらう。翌日には熱も下がり痛みの訴えもありません。 

〈今後の対応策として〉 

午前中より体調不良の訴えがありレクリエーションは一人で居間のソファで休んでいたが、立

とうとした時にふらつき倒れた。レクリエーション中でも時々様子を見に訪室します。 

２月２５日 １９時００分頃  2 階入居者 ９７歳 女性 要介護１ 

夕食後、２階の食堂で後片付けをしていると「誰か」「誰か」と声が聞こえ訪室。 

トイレ前の床で体の右側を下にして倒れている。本人より「トイレから出た所で転んだ」と話

す。メガネの金具で鼻に切り傷、鼻下に皮膚剥離、右手首付近にも皮膚剥離がある。介助にて

立ち上がり手引き歩行でベッドまで戻る。患部３カ所に絆創膏貼る。血圧 155/103 脈 75 熱

36.9℃ 

〈今後の対応策として〉 

２～３日前より歩行する際、不安感の訴えがあり歩行時は付き添い介助をしていた。室内移動

時はコールを押すよう伝えました。また、１階居室に空室ができたので１階に居室移動してい

ます。 

1 階入居者 ９４歳 男性 要介護３ ４件発生 

１月２７日 ７時５０分頃 

居室から出てきて入口の戸を閉めようとしたが取っ手から手を離さなかったためバランスを崩

し転倒。痛みや変色等、異常はありません。 

２月 ２日 １６時３５分頃 

夜勤前の挨拶で他の居室にいた所物音が聞こえて訪室。クローゼット前で座り込んでいる所を

発見する。洋服を着替え、ハンガーに掛けようとしてバランスを崩して座り込んだとの事。右

ひざに変色あり湿布貼付する。 

３月１１日 ９時４０分頃 

他の部屋のシーツ交換中に『ドン』と音が聞こえ訪室。ベッドを背にして床で長座位になって

いる所を発見する。介助にてベッドに座ってもらい身体確認を行うと頭頂部に傷跡の様なもの

があり、その周りに少量の内出血が見られる。様子観察を行うが異常なく経過する。 

３月１３日 １３時００分頃 

居室前を通りかかるとトイレ前で右側を下にして床で横になっている所を発見する。介助にて

立ち上がりベッドに座ってもらう。痛みや変色等ない。 

〈今後の対応策として〉 

シルバーカーを使用して移動しているがパーキンソン病の進行により小刻み歩行、すくみ足等

出現し歩行状態が不安定のため、状況に応じて車椅子を使用しています。 



2 階入居者 ９６歳 女性 要介護２ ５件発生 

１月２５日 ２１時３０分頃 

定期巡回中、物音がしたため訪室するとベッドと手すり代わりに設置しているソファの間で倒

れている所を発見する。トイレから戻る時にベッドに座ろうとしたが床に座ってしまい立ち上

がろうとして滑って倒れたとの事。右肩に痛みがあり手持ちの湿布３枚貼付する。 

１月２６日 １３時１５分頃 

物音がしたため訪室するとトイレ前のソファに掴まり床に座っている所を発見する。「トイレの

戸を開けようとしたが急に足がガクガクして力が抜け座り込んだ」と話す。昨夜転倒した時の

痛みはあるが、臀部に痛みや変色はない。 

２月１５日 ０時０５分頃 

コールがあり訪室すると冷蔵庫前の床で体育座りの状態でいる所を発見する。 

本人より「トイレに入る時、トイレの戸を開けたら掴まるところが無く、側に置いてあった車

いすに座った」「コールで職員を呼ぶため車椅子から床に座りずってベッドのコールまで来た」

「転んでなよ」と話す。介助にて立ち上がりトイレまで手引き歩行を行う。 

２月２５日 ２３時５５分頃 

コールがあり訪室するとベッド横の床で体育座りの状態を発見する。トイレから戻りベッドの

手すりに掴まったが座り込んでしまったとの事。介助にて立ち上がりベッドに座ってもらう。

痛みや変色はない。 

３月１２日 ２０時２５分頃 

コールがあり訪室すると、冷蔵庫前とソファの間に座り込んでいる所を発見する。本人より「コ

ップに水を入れようと流し台まで来て床に座ってしまった」と話す。床にコップがあり水がこ

ぼれていた。介助にて立ち上がり水でぬれたパジャマを交換、痛みや変色はありません。 

〈今後の対応策として〉 

見守りセンサーを使用しているが、寝ている状態から起き上がった時にセンサーが作動する仕

組みになっている。起き上がって直ぐにトイレへ行くときは見守りできるが、しばらくベッド

上で座って過ごしている時はセンサーが作動したままになるため時々タブレットで様子を見て

いる。他の入居者の対応を行っている時等に 1 人で移動して転倒しているため、トイレ等に行

くときはコールで職員を呼ぶようお願いしています。 

1 階入居者 ９９歳 男性 要介護２ 6 件発生 

１月２８日 １７時１５分頃 

居室より「ウッ ウッ」と声が聞こえ訪室。トイレの床に座り込んでいる所を発見する。介助

にて立ち上がりベッドまで誘導する。臀部を確認するが変色はない。 

１月２９日  ２時１０分頃 

様子を見に行くとトイレの床に座り込んでいる所を発見、歩行器もトイレの内にあった。車椅

子を持って行き介助にて車いすに座ってもらう。「お尻が痛い」と訴えがあり確認すると臀部上

部に少し変色が見られる。 

１月２９日  ５時５０分頃 

様子を見に行くとトイレの中に歩行器があり、本人は仰向けでトイレ内から身体が半分出た状

態で床に倒れていた。「頭はぶつけていないがお尻が痛い」と話す。 

介助にて車いすに座ってもらうが排泄の訴えがあったためトイレに誘導する。背中等に変色は

ない。 

１月２９日  ７時４０分頃 

食堂へ誘導するために訪室するとトイレ前の床で倒れている所を発見、側に歩行器もあった。

腰とお尻に痛みの訴えがあるが強い痛みはなかったため車椅子で食堂に来て食事を摂る。 

１月２９日  ９時００分頃 

ガシャンと歩行器が倒れる音が聞こえ訪室。流し台近くで倒れている所を発見、全身にお茶を

かぶっている。「お茶を捨てようと思って」と話す。介助にて立ってもらおうとしたが痛みが強

く抱えてベッドに寝かせる。痛みが強く体動困難なため救急車を要請し旭川進藤病院へ救急搬

送される。レントゲン撮影を行うが骨折の所見なく打撲と診断、湿布と痛み止め処方となり施

設の車で帰所する。 

２月７日 ９時１０分頃 

夜勤者から、端座位になりジュースを飲んでいるので足元のセンサーを切っていますと申し送

りあり、ミーティング後すぐ見に行くと流し台前の床に倒れている所を発見する。介助にてベ

ッドへ移動する。身体確認を行うが痛みや変色はない。 

〈今後の対応策として〉 

数年前から歩行器を使用して移動していたが、歩行状態が不安定となりコールで職員を呼ぶよ

うお願いした。しかし呼ばずに一人で移動し転倒を繰り返していた。 

１月２９日よりフットセンサーを使い、車椅子介助にて移動することにしたが 

食事摂取量の低下により病院へ入院となり当施設退居となりました。 

 

 



利用者活動状況 

・１月２８日 １月誕生会 

・２月 ４日 節分 

・２月２７日 ２月誕生会 

・３月 ４日 ひな祭(茶話会) 

・３月２５日 ３月誕生会 

職員研修状況 

・２月１４日 BCP 策定後の研修及び訓練に関するオンデマンドセミナー(ZOOM)    相談員参加 

・２月２１日 地域共生社会の実現に向けた養護・軽費老人ホームの取り組みのあり方について 

相談員参加  

・３月 ４日 空知老人福祉施設協議会主催 施設長研修           管理者参加 

・３月１４日 厚生労働省主催 科学的介護情報システム第２回説明会     相談員参加 

その他 

【人事異動・昇格について】 

・３月３１日付 川副浩子氏が退職となります。 

・４月 １日付 吉村大祐氏がケアハウス えんれい草・デイサービス福寿草・グループ 

ホーム忘れな草 ３施設の管理者に就任いたします。  

小笠原真一氏が主任生活相談員兼計画作成担当者に昇格します。 

質問・意見等 

【市役所代表より】 

・待機者がいないようですが、入居に結び付きそうな方はいますか。 

 →何件か入居相談はあります。(管理者) 

  その内２件は家族内で入居に向けて検討中です。(相談員) 

【町内会代表より】 

 ・転倒が続いている方がいますが、家族とはどのような対応を取っていますか。 

  →転倒が続いている方は、それぞれ今後の移設先等を相談し入所待ちの方もいます。 

【市役所代表より】 

 ・見守りセンサーを使用しタブレットで様子を見ているとありますが、どのような物ですか 

  →赤外線センサーを使用し、ベッドから起き上がったら作動しタブレットでシルエットが

見えるものを使用しています。その他にフットセンサーもあります。(管理者) 

【家族代表より】 

 ・長い間、管理者を務め、お疲れ様でした。２施設とも評判が良いので新しい管理者になっ

ても評判が悪くならないよう運営してほしいと思います。 

  →吉村管理者は現在グループホーム信の管理者として働いており昨年まではえんれい草で

相談員もしていた方なので心配ないと思っています。(管理者) 

次回会議までの継続課題 無 ・ 有 （                         ） 

次回会議開催予定 令和７年５月２２日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 ２階相談室 
 


